
様式２

1 基本情報

・ 施設を維持管理すること
・ 施設の入所児の養護に関すること
・

・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 令和４年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

納　　 　付 　　　金 0

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・利用者ニーズの把握とサービスの向上を行うべき。
・「なんでも相談」や「ティータイム」の取り組みで受けた児童
からの意見を事務局内で協議し、自転車置き場の増設や弁
当の彩り改善など、施設運営に適切に反映した。

・コロナ禍で外部との交流が制限されているが、変化
を求める子どものために工夫を行うべき。

・新型コロナウイルス感染症の影響を受け「夏祭り」や「フェス
ティバル」は実施できなかったが、足裏の反射区やツボを刺
激して血行を促進しカラダの働きを整えるリフレクソロジーや
運動教室など、新たなリフレッシュの場を創出した。

人   件   費 139,906

施設管理費 12,179

そ   の   他 40,244

差   　　　　　　  引 13,924

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 206,253

利 用 料 金 0
Ｒ２ 409

指定管理料 195,997
Ｒ３ 398

そ   の   他 10,256
Ｒ４ 427

支  出  計 192,329

障害児の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第５条第８項
に規定する短期入所を行うこと（児童福祉法第４条第２項に規定する障害児に
係るものに限る）

令和４年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部　子ども・女性局　子ども家庭課　

評価対象期間 R4.4.1～R5.3.31

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人　岐阜県福祉事業団

構 成 員 -

所 在 地 岐阜市下奈良２丁目２番地１号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立白鳩学園

所 在 地 恵那市大井町２７１６－１３

R3.4.1 ～ R8.3.31

380

400

420

440

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４



様式２

5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A ・協定書等に定めるサービス水準を満たし、適切に管理されている。
・定期監査において、文書指摘はなく、現在適正な施設運営を行っていると判断している。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.6

・老朽化が進む中で、ユニバーサルな環境づくりの視野をもって努力して
いる。
・様々な災害に対し、定期的な訓練等の対策を講じている。夜間の避難
訓練も検討するべき。

経営状況 3.8
・限られた予算が有効的に活用されている。
・優先順位をよく考えてつけ、必要なことを取り入れるよう努力している跡
が見られる。

派生的効果 3.6

・里親会を年2回開催し、里親間の交流や意見交換を積極的に行ってい
る。
・コロナ禍においても、地元自治体や公共機関などとの連携が図れてい
る。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.0

・保守点検、修繕等の取り組みは、関係法令に定められた通り実施され
ている。
・職員配置は、不足がないように適切な確保に努められており、定期的
な職場研修やケア会議を月に2回行うなど、職員の資質向上にも努めて
いる。

設置目的の充足状況 4.0

・高年齢児が多くいる状況の中で、一人ひとりへの対応が丁寧にされて
いる。
・利用者の満足度を高めるため、「なんでも相談」や「ティータイム」などの
利用者の意見をくみ取る仕組みを設け、施設運営に反映している。


